
トップツアー

初の「東武誘客」研修

全国から社員人が参加

「
構
造
改
革
さ
ら
に
推
進
」

新
会
社「
国
内
旅
行
企
画
」が
要
に

Ｊ
Ｔ
Ｂ
田
川
社
長
が

年
方
針

Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
、最
優
秀
賞
に

神
岡
・
町
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
で
集
客
強
化
～
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
活
用
法

⑧

スマホ活用、三つのポイント

新
幹
線
の
運
行
体
系
変
更

Ｊ
Ｒ
西
　

３
月
に
ダ
イ
ヤ
改
正

国
土
強
靱
化
シ
ン
ポ
開
催

経
団
連
　

二
階
氏
が
来
賓
講
演総

取
扱
額
は
．
％
増

国
内
旅
行
は
．
％
の
増
加

　
す
っ
か
り
生
活
に
密
着
し
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）。

旅
行
予
約
に
お
い
て
も
、
ス
マ

ー
ト
デ
バ
イ
ス
か
ら
の
予
約
が

急
激
に
伸
び
て
い
る
。

　
実
際
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の
予

約
の
う
ち
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
の
割
合
は
今
年
１
月
１
日
時

点
で
約

％
に
も
上
る
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
含
む
）
。
特
に

顕
著
な
の
は
、
女
性
・
シ
ニ
ア

層
の
伸
び
だ
。
楽
天
ト
ラ
ベ
ル

の
利
用
者
分
布
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
よ
り
も
ス
マ
ホ
の
ほ
う
が
女

性
比
率
は
高
い
。
さ
ら
に
、


歳
以
上
の
利
用
は
前
年
比
で
２

倍
以
上
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
層

に
ス
マ
ホ
が
普
及
し
て
い
る
さ

ま
が
う
か
が
え
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
、
レ
ジ
ャ
ー
を
問

わ
ず
、
も
は
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
の
主
流
に
な
り
つ
つ
あ

る
ス
マ
ホ
。
顧
客
接
点
と
し
て

活
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
だ
ろ
う
か
？

　
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
。
一
つ
目

は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
最
適
化

だ
。
パ
ソ
コ
ン
用
の
ペ
ー
ジ
を

そ
の
ま
ま
表
示
し
て
い
て
は
、

せ
っ
か
く
訪
れ
た
お
客
さ
ま
を

逃
し
て
し
ま
う
。
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
な
ど
の
予
約
サ
イ
ト
に
参
画

し
て
い
れ
ば
、
自
動
で
ス
マ
ホ

用
に
最
適
化
さ
れ
た
画
面
の
提

供
が
可
能
だ
。
さ
ら
に
自
由
な

デ
ザ
イ
ン
で
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
ペ
ー

ジ
機
能
も
提
供
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
二
つ
目
は
、商
品
の
最
適
化
。

小
さ
な
画
面
で
、
「
ウ
リ
」
を

シ
ン
プ
ル
に
伝
え
ら
れ
る
プ
ラ

ン
造
成
が
欠
か
せ
な
い
。特
に
、

写
真
の
質
と
分
か
り
や
す
さ

は
、
成
否
を
分
け
る
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
だ
。

　
三
つ
目
は
、
常
に
現
地
の
最

新
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。
ス

マ
ホ
は
旅
先
に
も
一
緒
に
持
っ

て
い
く
も
の
。現
地
で
の
地
図
、

連
絡
先
や
気
候
、
観
光
案
内
な

ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
顧
客
接
点
を

増
や
し
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ス
マ
ホ
は
直
前
予
約
が
多

く
、
返
室
と
な
っ
た
部
屋
の
稼

働
を
う
ま
く
上
げ
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
。
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
で
は
、
最
新
の
ユ
ー
ザ
ー
動

向
に
あ
わ
せ
、
ス
マ
ホ
の
画
面

や
機
能
を
常
に
改
善
し
て
い

る
。新
し
い
顧
客
接
点
と
し
て
、

積
極
的
に
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

　
（
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
編
成
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
　
宇
田
川
敦
史
）

　
◎
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
人
事

（
２
月
１
日
付
）

　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北
】

　
法
人
営
業
秋
田
支
店
長
（
古

川
支
店
長
）
小
林
和
弘
▽
古
川

支
店
長
（
法
人
営
業
仙
台
支
店

副
支
店
長
）
千
田
ま
ゆ
み
▽
庄

内
支
店
長
（
奥
州
支
店
営
業
課

長
）
植
松
昭
博
▽
法
人
営
業
福

島
支
店
長
（
庄
内
支
店
長
）
門

脇
渉
▽
法
人
営
業
郡
山
支
店
長

（
い
わ
き
支
店
長
）
増
子
敦
▽

い
わ
き
支
店
長（
仙
台
支
店
長
）

石
橋
信
司
▽
仙
台
支
店
長
（
法

人
営
業
秋
田
支
店
長
）
吾
妻
秀

俊　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
】

　
執
行
役
員
法
人
営
業
宇
都
宮

支
店
長
（
執
行
役
員
法
人
営
業

川
越
支
店
長
）
板
倉
豊
▽
法
人

営
業
熊
谷
支
店
長
（
法
人
営
業

三
条
支
店
長
）
高
橋
祐
介
▽
法

人
営
業
川
越
支
店
長
（
法
人
営

業
茨
城
南
支
店
長
）
横
溝
隆
一

▽
法
人
営
業
川
口
支
店
長
（
法

人
営
業
埼
玉
支
店
副
支
店
長
）

納
代
信
也
▽
法
人
営
業
両
毛
支

店
長（
法
人
営
業
熊
谷
支
店
長
）

三
野
輪
明
人
▽
法
人
営
業
群
馬

支
店
長
（
北
関
東
エ
リ
ア
支
店

長
）
鈴
木
敏
文
▽
法
人
営
業
水

戸
支
店
長
（
法
人
営
業
川
口
支

店
長
）
永
井
洋
之
▽
法
人
営
業

茨
城
南
支
店
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
出
向
法
人

営
業
柏
支
店
長
）
関
根
将
智
▽

法
人
営
業
三
条
支
店
長
（
営
業

部
法
人
事
業
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
山
田
雅
一
▽
北
関
東
エ

リ
ア
支
店
長
（
新
潟
エ
リ
ア
支

店
長
）
古
川
則
明
▽
群
馬
・
山

梨
エ
リ
ア
支
店
長
（
提
携
販
売

北
関
東
支
店
販
売
促
進
チ
ー
ム

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
田
島
達
雄

　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
】

　
渋
谷
エ
リ
ア
統
括
部
長
（
経

営
企
画
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
飯
村
勝
美
▽
池
袋
エ
リ
ア

統
括
部
長
（
千
葉
エ
リ
ア
統
括

部
長
）
遠
藤
力
也
▽
上
野
エ
リ

ア
統
括
部
長
（
ト
ラ
ベ
ル
ゲ
ー

ト
立
川
店
長
）
河
部
哲
也
▽
立

川
エ
リ
ア
統
括
部
長
（
上
野
エ

リ
ア
統
括
部
長
）
島
田
延
治
▽

千
葉
エ
リ
ア
統
括
部
長
（
経
営

企
画
チ
ー
ム
経
営
企
画
・
店
舗

管
理
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
西

松
千
鶴
子
▽
首
都
圏
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
事
業
部
長
（
首
都
圏
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
部
長
兼
首

都
圏
リ
テ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
所
長
）
横
山
弘
▽
首
都
圏

リ
テ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

所
長
（
船
橋
店
長
）
吉
田
佳
名

恵　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ

ー
ル
ス
】

　
法
人
営
業
柏
支
店
長
（
第
三

事
業
部
副
事
業
部
長
）
樫
村
正

史
▽
法
人
営
業
相
模
原
支
店
長

（
営
業
推
進
本
部
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
）
伊
藤
弘
一
郎
▽
法
人
営

業
横
須
賀
支
店
長
（
企
画
仕
入

部
副
部
長
）
益
山
賢
太
▽
法
人

営
業
神
奈
川
西
支
店
長
（
法
人

営
業
千
葉
支
店
副
支
店
長
）
増

田
尚
文

　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
】

　
豊
田
支
店
長
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ

Ｌ
　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
部
副
事
業

部
長
）
長
谷
川
知
広
▽
上
田
支

店
長
（
法
人
営
業
名
古
屋
支
店

副
支
店
長
）
太
田
洋
介
▽
静
岡

支
店
長
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル

＆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部

長
）
斎
藤
靖
▽
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
＆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

部
長
（
静
岡
支
店
副
支
店
長
）

寺
内
光
太
郎

　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
】

　
神
戸
支
店
長
（
総
務
部
長
）

加
藤
雄
次
▽
尼
崎
支
店
長
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
京
阪
ト
ラ
ベ
ル
出
向
総
合

企
画
部
長
）
松
井
正
三
▽
教
育

旅
行
神
戸
支
店
長
（
海
外
旅
行

部
企
画
課
長
）
近
崎
雄
一
▽
奈

良
支
店
長
（
教
育
旅
行
神
戸
支

店
長
）
下
村
雅
也
▽
提
携
販
売

事
業
部
長
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ

ル
営
業
部
長
）
守
田
貢
雄
▽
ビ

ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
営
業
部
長

（
尼
崎
支
店
長
）
打
本
正
己

　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
西
】

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
西
出
向
東
梅
田
支

店
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
大
阪
中

央
支
店
法
人
営
業
部
長
）
矢
野

裕
治

　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
国
四
国
】
　

　
徳
山
支
店
長
（
徳
島
支
店
営

業
課
長
）
大
寺
宏
典
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ

中
国
四
国
出
向
松
山
支
店
長

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
法
人
営
業
西
東
京
支
店
副

支
店
長
）
秋
秀
利

　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
】

　
佐
賀
支
店
長
（
総
務
課
長
）

大
八
木
勢
一
▽
熊
本
支
店
長

（
北
九
州
支
店
営
業
課
長
）
石

原
彰
人
▽
宮
崎
支
店
長
（
経
営

企
画
課
長
）
緒
方
保
宜

４
月
１
日
付

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
常
務

取
締
役
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
事
業
本

部
国
内
商
品
事
業
本
部
副
本
部

長
）
平
野
利
晃
▽
同
常
務
取
締

役
東
日
本
事
業
部
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
行
事
業
本
部
国
内
商
品
事
業

本
部
東
日
本
国
内
商
品
事
業
部

長
兼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
室

長
）
永
島
寛
▽
同
取
締
役
総
務

部
長
（
同
旅
行
事
業
本
部
国
内

商
品
事
業
本
部
企
画
総
務
部

長
）
花
坂
隆
之
▽
同
取
締
役
商

品
企
画
部
長
（
同
旅
行
事
業
本

部
国
内
商
品
事
業
本
部
仕
入
商

品
戦
略
部
長
兼
商
品
企
画
チ
ー

ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
高
木
俊
光

▽
同
取
締
役
西
日
本
事
業
部
長

（
同
旅
行
事
業
本
部
国
内
商
品

事
業
本
部
西
日
本
国
内
商
品
事

業
部
長
）
宇
田
川
雄
彦
▽
同
執

行
役
員
中
部
事
業
部
長
（
同
旅

行
事
業
本
部
営
業
企
画
チ
ー
ム

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
全
社
Ｗ
ｅ
ｂ

戦
略
統
括
）
野
元
功
一
▽
同
執

行
役
員
九
州
事
業
部
長
（
同
旅

行
事
業
本
部
国
内
商
品
事
業
本

部
九
州
国
内
商
品
事
業
部
長
）

桂
原
耕
一
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
熊
本
リ
レ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締

役
常
務
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
西
執
行
役

員
イ
ン
タ
ー
コ
ム
事
業
部
長
）

中
井
昌
之
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
熊
本
リ
レ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
取
締
役
第

一
事
業
部
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏

首
都
圏
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業

部
長
兼
首
都
圏
リ
テ
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
）
横
山
弘

▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
熊
本
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
執
行
役
員
第
二
事
業

部
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

シ
ス
タ
ン
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
熊
本
リ
レ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
）
浦
野

修　
【
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
】

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
出
向

北
海
道
事
業
部
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
出

向
旅
行
事
業
本
部
国
内
商
品
事

業
本
部
企
画
総
務
部
企
画
チ
ー

ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
林
山
智
弘

▽
同
東
北
事
業
部
長
（
同
出
向

旅
行
事
業
本
部
国
内
商
品
事
業

本
部
東
兼
北
国
内
商
品
事
業
部

長
商
品
企
画
部
長
）
大
久
保
毅

彦
▽
同
沖
縄
事
業
部
長
（
同
出

向
旅
行
事
業
本
部
国
内
商
品
事

業
本
部
西
日
本
国
内
商
品
事
業

部
仕
入
販
売
部
長
）
鬼
塚
輝
喜

　
◎
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
人
事
（
２
月
１
日
付
）

　
執
行
役
員
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

部
長
（
執
行
役
員
営
業
支
援
本

部
人
材
教
育
部
長
）
木
村
淳
▽

執
行
役
員
営
業
支
援
本
部
人
材

教
育
部
長
（
執
行
役
員
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
長
）
近
藤
基
幸
▽

営
業
統
括
本
部
副
本
部
長
兼
営

業
統
括
本
部
部
長
〈
テ
ー
マ
旅

行
担
当
〉
（
営
業
統
括
本
部
部

長
〈
テ
ー
マ
旅
行
担
当
〉
）
須

藤
文
彦
▽
営
業
統
括
本
部
部
長

（
営
業
統
括
本
部
首
都
圏
営
業

本
部
営
業
部
長
）
境
健
▽
営
業

統
括
本
部
関
西
営
業
本
部
営
業

部
長
（
営
業
統
括
本
部
首
都
圏

営
業
本
部
営
業
部
長
）
杉
浦
洋

一
▽
営
業
統
括
本
部
首
都
圏
営

業
本
部
営
業
部
長
（
営
業
統
括

本
部
関
西
営
業
本
部
営
業
部

長
）
平
野
雅
伸

（３） 第２７３７号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）２月１日（土曜日）

日
光
東
照
宮
を
見
学
す
る
社

員
ら

　
経
団
連
は
１
月

日
、
東

京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館

で
、
「
国
土
強
靭
化
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
い
た
。
自
民

党
の
二
階
俊
博
国
土
強
靭
化

総
合
調
査
会
長
が
講
演
し
、

防
災
、
減
災
に
つ
な
が
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性
な
ど

を
強
調
し
た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
経
団

連
地
域
基
盤
強
化
委
員
会
の

大
塚
睦
毅
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
東

日
本
相
談
役
）
は
「
国
土
強

靭
化
の
取
り
組
み
に
対
す
る

機
運
を
醸
成
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

　
来
賓
の
二
階
会
長
は
講
演

で
、
「
ア
ジ
ア
各
国
と
連
携

し
、
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
目
指
す
こ
と
が
重
要

だ
。
日
本
は
防
災
、
減
災
に

対
す
る
知
識
を
持
っ
て
い

る
。
他
国
の
人
々
が
災
害
で

悲
惨
な
目
に
遭
わ
な
い
よ
う

貢
献
す
る
の
は
、
良
好
な
関

係
の
構
築
に
つ
な
が
る
」
と

述
べ
た
。

　
昨
年

月
、
国
土
強
靭
化

基
本
法
が
成
立
。
こ
れ
を
受

け
、
首
相
を
本
部
長
と
す
る

国
土
強
靭
化
推
進
本
部
が
設

置
さ
れ
、
国
土
強
靭
化
政
策

大
綱
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

今
年
５
月
に
は
国
土
強
靭
化

基
本
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
３
月


日
、
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
す

る
。新
幹
線
で
は「
の
ぞ
み
」

「
さ
く
ら
」
の
運
行
体
系
の

一
部
変
更
、
「
み
ず
ほ
」
の

増
発
お
よ
び
姫
路
駅
新
規
停

車
、
在
来
線
特
急
で
は
特
急

「
び
わ
こ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

の
増
発
、
近
畿
エ
リ
ア
で
は

Ｊ
Ｒ
ゆ
め
咲
線
の
輸
送
力
増

強
な
ど
。

　
山
陽
・
九
州
新
幹
線
を
直

通
す
る
「
さ
く
ら
」
は
１
往

復
を
速
達
タ
イ
プ
の
「
み
ず

ほ
」
に
変
更
。
ま
た
こ
の

「
み
ず
ほ
」
を
含
め
２
往
復

が
新
た
に
姫
路
駅
に
停
車
す

る
。
関
西
か
ら
熊
本
や
鹿
児

島
方
面
へ
の
利
用
が
さ
ら
に

便
利
に
な
る
。

　
姫
路
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
る
ほ
か
、
来
年
春
に
は
、

世
界
文
化
遺
産
の
国
宝
姫
路

城
が
大
天
守
の
保
存
修
理
工

事
を
終
え
て
一
般
公
開
が
始

ま
る
な
ど
観
光
客
の
大
幅
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
「
さ

く
ら
」は
停
車
駅
を
見
直
し
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
便
利
な

運
行
体
系
に
す
る
。
昼
間
時

間
帯
の
広
島
駅
で
の
「
の
ぞ

み
」
の
発
車
間
隔
が
概
ね


分
と
な
る
。
徳
山
駅
は
「
の

ぞ
み
」
、
新
山
口
駅
は
「
さ

く
ら
」
の
停
車
回
数
が
増
え

る
。
徳
山
駅
は
東
京
へ
の
利

用
が
新
山
口
駅
は
九
州
へ
の

利
用
が
便
利
に
な
る
。
一
部

「
の
ぞ
み
」
の
東
京
―
広
島

・
博
多
間
の
所
要
時
間
が
３

分
程
度
短
縮
す
る
。

　
近
畿
エ
リ
ア
は
、
平
日
朝

の
時
間
帯
に
Ｊ
Ｒ
ゆ
め
咲
線

の
列
車
を
増
発
す
る
。
大
阪

駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
ゆ
め
咲
線
に
直

通
す
る
列
車
や
西
九
条
―
桜

島
間
の
列
車
を
増
発
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
よ
り
便
利
に
な
る
。
同
パ

ー
ク
は
、
今
年
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
オ

ー
プ
ン
す
る
こ
と
で
、
大
き

く
の
来
場
者
増
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

　
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
は
、
東
武

鉄
道
を
利
用
し
て
沿
線
の
観

光
施
設
へ
の
誘
客
を
強
化
す

る
国
内
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

商
品
造
成
と
販
売
の
参
考
に

す
る
た
め
に
研
修
と
し
て
、

社
員
約
１
０
０
人
が
１
月


、

日
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
（
東
京
都
墨
田
区
）
や

栃
木
県
日
光
市
内
を
視
察
し

た
。
同
社
が
東
武
沿
線
へ
の

誘
客
強
化
を
目
的
と
し
た
研

修
を
行
う
の
は
初
め
て
。

　
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
は
昨
年
８

月
、
東
武
鉄
道
の
子
会
社
と

な
り
、
東
武
鉄
道
か
ら
は
、

沿
線
へ
の
誘
客
強
化
を
中
心

と
し
た
東
武
グ
ル
ー
プ
全
体

の
観
光
事
業
の
底
上
げ
を
期

待
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
そ
の
一
環
と

な
る
。

　
参
加
し
た
の
は
、
全
国
の

支
店
な
ど
の
事
業
所
の
社

員
。
支
店
長
な
ど
の
管
理
職

か
ら
若
手
社
員
ま
で
年
齢
層

や
役
職
を
問
わ
ず
集
ま
っ

た
。

　
初
日
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
に
集
合
。
担
当
者
か
ら

展
望
台
や
駐
車
場
な
ど
観
光

客
の
受
け
入
れ
体
制
の
説
明

を
受
け
た
後
、
東
武
線
の
と

う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅

か
ら
展
望
列
車
「
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
ト
レ
イ
ン
」
に
乗
車
し

て
東
武
日
光
駅
に
向
か
っ

た
。

　
車
中
で
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

計
画
や
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ト
レ

イ
ン
の
運
行
状
況
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、
到
着
後
は
バ
ス

移
動
で
中
禅
寺
湖
や
宿
泊
施

設
な
ど
を
見
学
し
た
。

　
２
日
目
は
、
日
光
東
照
宮

や
日
光
江
戸
村
、
東
武
ワ
ー

ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
な
ど
、
日

光
市
内
の
史
跡
や
観
光
施

設
、宿
泊
施
設
を
視
察
。特
急

ス
ペ
ー
シ
ア
で
帰
京
し
た
。

　
参
加
者
は
研
修
後
、
レ
ポ

ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
同
社
で
は
、
研

修
結
果
を
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
共
有
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
東
武
沿
線
へ
の

誘
客
強
化
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
後
も

同
様
の
研
修
を
行
う
予
定
。

田川博己社長

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
１
月


日
、
「
２
０
１
４
年
新
春

経
営
講
演
会
」
を
東
京
・
新

宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

開
催
し
た
。
新
年
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
田
川
博
己
社
長

は
、
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の


年
度
は
構
造
改
革
を
継
続

的
に
進
め
る
」
と
表
明
し
、

「
特
に
４
月
１
日
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ

国
内
旅
行
企
画
の
設
立
は
分

社
化
以
降
最
大
の
改
革
だ
」

と
強
調
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
の
社
長

に
就
任
す
る
大
谷
恭
久
取
締

役
が
同
社
に
関
す
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
田
川
社
長
は
ま
ず

年
を

振
り
返
っ
て
「
特
筆
す
べ
き

は
訪
日
外
国
人
客
が
１
千
万

人
を
超
え
た
こ
と
。
ツ
ー
リ

ズ
ム
産
業
に
携
わ
る
一
人
と

し
て
う
れ
し
い
」
と
語
り
、

新
た
な

年
を
「
外
国
人
客

を
い
か
に
２
千
万
人
ま
で
引

き
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
大

き
な
ス
タ
ー
ト
の
年
だ
」
と

位
置
付
け
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

年

度
の
重
点
推
進
事
項
に
は

「
国
内
旅
行
部
門
の
強
化
と

Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
進
化
」
な
ど
を
挙

げ
る
。
販
売
市
場
で
旅
行
素

材
の
手
配
が
中
心
に
な
る
な

か
、
国
内
旅
行
部
門
の
強
化

に
つ
い
て
田
川
社
長
は
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
に
よ
っ

て
「
旅
行
会
社
の
存
在
価
値

を
追
求
す
る
。
付
加
価
値
の

あ
る
商
品
を
創
造
、
提
案
し

て
い
く
」
と
し
て
商
品
政
策

の
改
革
を
進
め
る
考
え
だ
。

　
続
い
て
登
壇
し
た
大
谷
取

締
役
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行

企
画
の
事
業
方
針
の
柱
の
一

つ
と
し
て
、
「
こ
れ
ま
で
以

上
に
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

ウ
イ
ン
＆
ウ
イ
ン
の
関
係
を

強
化
し
て
い
く
」
と
強
調
。

　
講
演
会
で
は
造
園
家
で
東

京
都
市
大
学
教
授
の
涌
井
雅

之
氏
が
「
環
境
革
命
の
時
代

に
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
を
考

え
る
」を
テ
ー
マ
に
語
っ
た
。

大谷恭久取締役

キ
ャ
ン
プ
場
経
営

研
究
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
Ｃ
、
２
月
に

　
日
本
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
協

会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
は
２
月

～


日
、
東
京
都
内
で
、
キ
ャ

ン
プ
場
の
経
営
や
運
営
に
携

わ
っ
て
い
る
人
を
対
象
に

「
キ
ャ
ン
プ
場
経
営
研
究

会
」
を
開
く
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
国
際
観
光
と
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
、

玉
川
大
の
折
戸
晴
雄
教
授
が

基
調
講
演
を
行
う
。ま
た
、訪

日
外
国
人
キ
ャ
ン
パ
ー
受
け

入
れ
や
新
規
需
要
の
開
拓
な

ど
に
つ
い
て
も
討
議
す
る
。

　
観
光
庁
が
１
月

日
に
発

表
し
た

月
の
主
要
旅
行
業


社
の
旅
行
取
り
扱
い
状
況

（
速
報
）
は
、

総
取
扱
額
５
６

４
９
億
９
３
６

２
万
円
で
、
前

年
同
期
比
４
・

６
％
増
。
こ
れ

で
７
カ
月
連
続
の
増
加
と
な

っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
６
・
３
％
増
の
３
７

８
２
億
７
６
８
２
万
円
、
海

外
旅
行
が
同
０
・
１
％
減
の

１
７
７
８
億
８
２
５
８
万

円
、
外
国
人
旅
行
が
同

・

８
％
増
の

億
３
４
２
２
万

円
だ
っ
た
。
国
内
旅
行
は
、

対
前
年
同
月
比
で

カ
月
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
取
扱
額
の
合
計
が
前
年
同

月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
だ
っ
た
。
先
月
よ
り
１
社

増
加
し
た
。

　
国
内
旅
行
は
取
り
扱
い


社
中

社
、
海
外
旅
行
は


社
中

社
、
外
国
人
旅
行
は


社
中

社
が
前
年
同
月
よ

り
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
３
・
８

％
増
の
１
４
０
７
億
１
８
５

２
万
円
。
国
内
旅
行
が
同
７

・
７
％
増
の
８
６
７
億
３
０

４
２
万
円
、
海
外
旅
行
が
同

２
・
２
％
減
の
５
３
６
億
２

３
３
８
万
円
、
外
国
人
旅
行

が
同

・
９
％
増
の
３
億
６

４
７
２
万
円
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
取
扱

人
数
は
、
前
年
同
月
比
２
・

９
％
増
の
３
７
９
万
２
９
９

８
人
だ
っ
た
。
前
月
比
で
は


万
２
７
０
０

人
増
加
し
た
。

　
内
訳
は
国
内

旅
行
が
４
・
１

％
増
の
３
４
８

万
４
７
０
９

人
、
海
外
旅
行
が

・
０
％

減
の

万

人
、
外
国
人
旅

行
が

・
１
％
増
の
１
万
８

２
２
９
人
だ
っ
た
。
国
内
旅

行
の
好
調
さ
が
続
い
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
１
月

日
、
地

域
に
根
ざ
し
た
持
続
的
な
交

流
の
創
造
と
各
地
域
の
魅
力

の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
へ

の
寄
与
を
目
的
と
し
た
表
彰

「
第
９
回
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化

賞
」の
受
賞
作
品
を
発
表
し
、

新
春
経
営
講
演
会
の
会
場
で

授
賞
式
を
開
い
た
。
地
域
の

組
織
・
団
体
が
対
象
の
「
交

流
文
化
賞
」
は
、
最
優
秀
賞

に
神
岡
・
町
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
岐
阜
県
飛
騨
市
）

の
取
り
組
み
「
線
路
よ
響
け

‼
い
つ
ま
で
も
　
レ
ー
ル
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
『
Ｇ
ａ
ｔ

ｔ
ａ
ｎ
　
Ｇ
ｏ
‼
』
」
が
選

ば
れ
た
。

　
優
秀
賞
は
八
女
文
化
遺
産

保
存
・
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
福
岡
県
八
女
市
）
の
「
八

女
の
町
家
で
暮
ら
そ
っ
か
？


町
並
み
の
輝
き
を
再
び
取

り
戻
す
人
々
の
挑
戦
」
と
尾

道
空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
広
島
県
尾
道
市
）
の

「
負
の
遺
産
を
町
の
宝
に
！

『
尾
道
空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
」
の
２
作
品
。

　
一
般
旅
行
者
の
紀
行
文
を

対
象
と
し
た
「
交
流
文
化
体

験
賞
」
は
、
一
般
部
門
の
最

優
秀
賞
に
中
田
朋
樹
さ
ん
の

「
百
年
の
時
を
越
え
て
　
―

朝
鮮
鉄
道
職
員
の
子
孫
韓
国

へ
行
く
」
が
決
定
。
ジ
ュ
ニ

ア
部
門
の
最
優
秀
賞
は
、
小

学
生
の
部
が
井
崎
英
乃
さ
ん

の
「
Ｓ
ｅ
ｅ
　
ｙ
ｏ
ｕ
　
ａ

ｇ
ａ
ｉ
ｎ
」
、
中
学
生
の
部

が
山
中
良
太
さ
ん
の
「
旅
の

お
土
産
」
だ
っ
た
。

　
第
９
回
は
昨
年
７
～
９
月

に
募
集
し
、
交
流
文
化
賞
に

１
１
０
作
品
、
交
流
文
化
体

験
賞
一
般
部
門
に
１
９
７
作

品
、
同
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
に
８

０
１
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

若
手
芸
術
家
が
来
日

都
内
で
展
示
会
開
催中

国

　
中
国
の
伝
統
・
現
代
芸
術

が
盛
ん
な
江
蘇
省
か
ら
新
鋭

の
若
手
芸
術
家

人
が
来
日

し
、
１
月

日
か
ら

日
ま

で
、
展
示
会
「
江
南
の
春
―

中
国
文
化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
及

び
『
象
外
之
意
～
中
国
優
秀

画
家
特
別
展
』
」
を
東
京
・

虎
ノ
門
の
東
京
中
国
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
い
た
。

　
中
国
の
江
蘇
省
、浙
江
省
、

上
海
市
、
安
徽
省
一
帯
の
地

域
「
江
南
地
方
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
会
な
ど
も
実
施

し
た
。

　

日
に
行
っ
た
開
幕
式
＝

写
真
＝
に
は
、
日
本
側
か
ら

海
江
田
万
里
衆
院
議
員
（
民

主
党
代
表
、
日
中
友
好
国
会

議
員
連
盟
副
会
長
）
、
浜
田

和
幸
参
院
議
員
、
佐
藤
善
信

観
光
庁
次
長
ら
が
、
ま
た
中

国
側
か
ら
王
暁
渡
中
華
人
民

共
和
国
駐
日
本
国
大
使
館
公

使
、
何
家
英
中
国
美
術
家
協

会
副
主
席
、
呂
少
卿
南
京
芸

術
学
院
教
授
（
中
国
画
家
団

代
表
）
ら
が
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
。

　
王
公
使
は
「
中
日
関
係
が

再
び
正
常
な
軌
道
に
戻
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
対
し

て
海
江
田
議
員
も
「
中
国
と

の
文
化
交
流
を
通
じ
て
私
た

ち
は
困
難
を
克
服
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
佐
藤
観
光
庁
次
長
は
「
訪

日
中
国
人
観
光
客
は
昨
年
秋

以
降
回
復
基
調
に
あ
る
が
、

訪
中
日
本
人
観
光
客
の
減
少

傾
向
が
止
ま
ら
な
い
。
今
後

の
双
方
向
観
光
交
流
拡
大
に

む
け
て
、
観
光
業
界
団
体
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
表
明
し
た
。月分


